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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期

第２四半期
連結累計期間

第51期
第２四半期
連結累計期間

第50期

会計期間

自2018年
　４月１日
至2018年
　９月30日

自2019年
　４月１日
至2019年
　９月30日

自2018年
　４月１日
至2019年
　３月31日

売上高 （千円） 1,788,812 2,282,634 4,443,888

経常利益 （千円） 484,552 420,402 1,594,095

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 334,251 282,852 1,086,919

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 338,058 288,471 1,087,716

純資産額 （千円） 7,953,028 8,549,034 8,753,456

総資産額 （千円） 9,551,490 10,439,406 10,208,712

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 22.17 18.66 72.03

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 21.83 18.46 70.89

自己資本比率 （％） 82.4 80.8 84.8

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 869,733 1,523,004 884,511

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △62,302 △186,143 △121,027

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △431,844 △511,488 △404,648

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 4,293,027 5,099,602 4,275,330

 

回次
第50期

第２四半期
連結会計期間

第51期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自2018年
　７月１日
至2018年
　９月30日

自2019年
　７月１日
至2019年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 12.03 12.46

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．当社は2019年２月１日付で、普通株式１株につき２株の割合でもって株式分割を行っており、第50期の期首

に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　a.経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、輸出を中心に弱さが続いているものの、雇用・所得環境の改

善が続くなど緩やかな回復基調となりました。一方で、通商問題の動向が世界経済に与える影響や、中国経済の減

速、金融資本市場の変動の影響など、先行き不透明な状況が続いております。

当社グループが主力とする固定資産システム分野においては、グルーバル対応や、働き方改革に伴う生産性向

上、ガバナンス強化等を行うため、積極的にシステム投資を実施する企業が増えております。

このような状況下で当社グループは、ＩＦＲＳ（国際会計基準)や、グローバルな経営管理に伴うシステム刷新

の需要等を受け、売上高は増加いたしました。一方、退職金規程の改定に伴い2019年４月１日に退職金支給乗率を

変更したことから、退職給付費用が189百万円（売上原価147百万円、販売費及び一般管理費37百万円、仕掛品5百

万円）増加しており、利益は減少いたしました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の当社グループの売上高は2,282百万円(前年同期比27.6％増)、営業

利益391百万円(同15.8％減)、経常利益420百万円(同13.2％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益282百万円(同

15.4％減)となりました。

 

　セグメントの経営成績は次の通りであります。

①パッケージソリューション事業

主力の固定資産ソリューションにおきましては、ＩＦＲＳ（国際会計基準）対応や既存システムの刷新等から新

規ユーザーの獲得及び既存ユーザーへのバージョンアップを推進いたしました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は2,176百万円(同29.6％増)と増加した一方で、上述した

退職金規程の改定による、退職給付費用の追加計上により、営業利益は375百万円(同14.3％減)となりました。

②その他事業

その他事業におきましては、主に連結子会社である株式会社プロシップフロンティアで行っており、既存顧客の

受託開発や運用管理等の対応を行ってまいりました。

当第２四半期連結累計期間における売上高は151百万円(前年同期比1.9％増)と増加いたしましたが、上述した退

職金規程の改定による、退職給付費用の追加計上により、営業利益は14百万円(同43.0％減)となりました。

 

　b.財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は8,841百万円となり、前連結会計年度末に比べ96百万円増加い

たしました。これは主に現金及び預金が824百万円増加したものの、売掛金が666百万円、仕掛品が67百万円減少し

たことによるものであります。固定資産は1,597百万円となり、前連結会計年度末に比べ134百万円増加いたしまし

た。

　この結果、総資産は10,439百万円となり、前連結会計年度末に比べ230百万円増加いたしました。

(負債)

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は1,471百万円となり、前連結会計年度末に比べ243百万円増加い

たしました。これは主に未払法人税等が105百万円減少した一方、賞与引当金が84百万円増加したことや、パッ

ケージ保守に伴う前受金の増加等により、その他が302百万円増加したことによるものであります。また固定負債

は419百万円となりました。

　この結果、負債合計は1,890百万円となり、前連結会計年度末に比べ435百万円増加いたしました。

　(純資産)

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、8,549百万円となり、前連結会計年度末に比べ204百万円減

少いたしました。

　この結果、自己資本比率は80.8％(前連結会計年度末は84.8％)となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、5,099百万円（前年同期

比18.8％増）となりました。当第２四半期連結累計期間の各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は1,523百万円（前年同期比75.1％増）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は186百万円（前年同期比198.8％増）となりました。これは主に、販売用ソフト

ウェアの開発及び、投資有価証券の取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は511百万円（前年同期比18.4％増）となりました。これは主に、配当金の支払い

によるものであります。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間において、新製品の開発や、新制度・新環境への対応等に向けた技術調査・検証等を

行ってまいりました。この結果、当第２四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、51百万円となりまし

た。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 59,520,000

計 59,520,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,167,600 15,183,600
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式であり、単元株

式数は100株であ

ります。

計 15,167,600 15,183,600 － －

　（注）　「提出日現在発行数」欄には、2019年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行されたものは含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

決議年月日 2019年７月30日

付与対象者の区分及び人数（名）※

当社取締役　　　　4名

当社社外取締役　　3名

当社従業員　　　153名

当社子会社取締役　2名

当社子会社従業員　6名

新株予約権の数（個）※ 6,530

新株予約権の目的となる株式の種類、内容及び

数（株）※
普通株式　653,000

新株予約権の行使時の払込金額（円）※ 1,321

新株予約権の行使期間 ※
自　2021年８月15日

至　2024年８月14日

新株予約権の行使による株式を発行する場合の

株式の発行価格及び資本組入額（円）※

発行価格　　1,504

資本組入額　　752

新株予約権の行使の条件 ※

①　新株予約権者は、新株予約権の行使時においても、当社又は当

社子会社の取締役、監査役、従業員（顧問、相談役を含む。）の

地位を保有していることを要する。ただし、新株予約権者が定年

退職した場合、あるいは取締役会が正当な理由があると認めた場

合は、この限りではない。

②　その他の条件については、株主総会決議及び取締役会決議に基

づき、当社と新株予約権者の間で締結する新株予約権の割当に関

する契約に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項 ※ 新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要するものとする。

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関す

る事項 ※

組織再編に際して定める契約書または計画書等に以下に定める株式

会社の新株予約権を交付する旨を定めた場合には、当該組織編成の

比率に応じて、以下に定める株式会社の新株予約権を交付するもの

とする。

①　合併（当社が消滅する場合に限る。）

　　合併後存続する株式会社または合併により設立する株式会社

②　吸収分割

　　吸収分割をする株式会社がその事業に関して有する権利義務の

全部または一部を承継する株式会社

③　新設分割

　　新設分割により設立する株式会社

④　株式交換

　　株式交換をする株式会社の発行済株式の全部を取得する株式会

社

⑤　株式移転

　　株式移転により設立する株式会社

　※新株予約権証券の発行時（2019年８月14日）における内容を記載しております。

 

(注)１．当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により新株予約権の目的である株式の数が調整されま

す。ただし、この調整は新株予約権のうち当該時点で権利行使されていない新株予約権の目的である株式の数に

ついてのみ行い、調整の結果により生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとしております。

　　　　調整後株式数　＝　調整前株式数　×　分割・併合の比率

　　２．当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生ずる１円未満の

端数は切り上げるものとしております。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１  

分割・併合の比率  

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社プロシップ(E05466)

四半期報告書

 6/20



 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

 2019年７月１日～

 2019年９月30日

（注）

5,200 15,167,600 1,641 474,968 1,641 440,568

（注）新株予約権の行使による増加であります。
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（５）【大株主の状況】

  2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社ＮＳＤ
東京都千代田区神田淡路町２丁目１０１番

地
3,160 20.84

鈴木 勝喜 東京都立川市 2,435 16.06

ＫＢＬ　ＥＰＢ　Ｓ．Ａ．　

１０７７０４

（常任代理人 株式会社みず

ほ銀行決済営業部）

４３　ＢＯＵＬＥＶＡＲＤ　ＲＯＹＡＬ　

Ｌ－２９５５　ＬＵＸＥＭＢＯＵＲＧ

（港区港南２丁目１５－１ 品川インター

シティＡ棟）

1,104 7.28

株式会社インターナル
横浜市中区桜木町１丁目１－７　ヒュー

リックみなとみらい１０階
961 6.34

ＳＴＡＴＥ　ＳＴＲＥＥＴ　

ＢＡＮＫ　ＡＮＤ　ＴＲＵＳ

Ｔ　ＣＯＭＰＡＮＹ　５０５

２２４

（常任代理人 株式会社みず

ほ銀行決済営業部）

Ｐ．Ｏ．ＢＯＸ　３５１　ＢＯＳＴＯＮ　

ＭＡＳＳＡＣＨＵＳＥＴＴＳ　０２１０

１　Ｕ．Ｓ．Ａ．

（港区港南２丁目１５－１ 品川インター

シティＡ棟）

894 5.89

日本マスタートラスト信託銀

行株式会社（信託口）
港区浜松町２丁目１１番３号 536 3.54

ＢＢＨ　ＦＯＲ　ＦＩＤＥＬ

ＩＴＹ　ＬＯＷ－ＰＲＩＣＥ

Ｄ　ＳＴＯＣＫ　ＦＵＮＤ　

（ＰＲＩＮＣＩＰＡＬ　ＡＬ

Ｌ　ＳＥＣＴＯＲ　ＳＵＢＰ

ＯＲＴＦＯＬＩＯ）

（常任代理人 株式会社三菱

ＵＦＪ銀行）

２４５　ＳＵＭＭＥＲ　ＳＴＲＥＥＴ　Ｂ

ＯＳＴＯＮ，　ＭＡ　０２２１０　Ｕ．

Ｓ．Ａ．

（千代田区丸の内２丁目７－１ 決済事業

部）

499 3.30

長谷部　政利 東京都練馬区 411 2.71

株式会社光通信 東京都豊島区西池袋１丁目４－１０ 394 2.60

ＦＣＰ　ＳＥＸＴＡＮＴ　Ｇ

ＲＡＮＤ　ＬＡＲＧＥ

９　ＡＶＥＮＵＥ　ＰＥＲＣＩＥＲ　７５

００８　ＰＡＲＩＳ
269 1.78

計 － 10,666 70.33
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2019年9月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 2,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 15,163,000 151,630

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

単元未満株式 普通株式 2,600 － 同上

発行済株式総数  15,167,600 － －

総株主の議決権  － 151,630 －

　（注） 単元未満株式の欄には、自己株式が９株含まれております。

 

②【自己株式等】

    2019年9月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社プロシップ
東京都文京区後楽

２－３－21
2,000 － 2,000 0.01

計 － 2,000 － 2,000 0.01

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,275,330 8,099,602

売掛金 1,121,791 455,579

仕掛品 299,649 231,756

貯蔵品 436 502

その他 47,660 54,007

流動資産合計 8,744,868 8,841,447

固定資産   

有形固定資産 24,077 21,412

無形固定資産   

ソフトウエア 173,958 193,755

その他 2,614 2,614

無形固定資産合計 176,573 196,370

投資その他の資産   

投資有価証券 947,759 1,064,712

その他 315,434 315,462

投資その他の資産合計 1,263,194 1,380,175

固定資産合計 1,463,844 1,597,958

資産合計 10,208,712 10,439,406

負債の部   

流動負債   

買掛金 143,694 144,193

未払法人税等 251,905 146,152

賞与引当金 61,103 145,573

役員賞与引当金 40,600 21,400

受注損失引当金 28,398 8,761

その他 702,123 1,005,112

流動負債合計 1,227,824 1,471,193

固定負債   

役員退職慰労引当金 109,200 109,200

退職給付に係る負債 118,231 309,977

固定負債合計 227,431 419,177

負債合計 1,455,255 1,890,371
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 466,000 474,968

資本剰余金 459,559 468,526

利益剰余金 7,717,773 7,470,819

自己株式 △1,499 △1,635

株主資本合計 8,641,833 8,412,679

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 12,029 17,648

その他の包括利益累計額合計 12,029 17,648

新株予約権 99,593 118,706

純資産合計 8,753,456 8,549,034

負債純資産合計 10,208,712 10,439,406
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

売上高 1,788,812 2,282,634

売上原価 859,831 1,300,706

売上総利益 928,980 981,927

販売費及び一般管理費 ※１ 464,209 ※１ 590,775

営業利益 464,771 391,151

営業外収益   

受取利息 10,845 12,411

受取配当金 3,115 13,108

その他 5,820 4,834

営業外収益合計 19,781 30,353

営業外費用   

為替差損 － 1,103

営業外費用合計 － 1,103

経常利益 484,552 420,402

特別利益   

新株予約権戻入益 861 1,009

移転補償金 11,021 －

特別利益合計 11,883 1,009

税金等調整前四半期純利益 496,435 421,412

法人税等 162,184 138,559

四半期純利益 334,251 282,852

親会社株主に帰属する四半期純利益 334,251 282,852
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

四半期純利益 334,251 282,852

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 3,806 5,619

その他の包括利益合計 3,806 5,619

四半期包括利益 338,058 288,471

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 338,058 288,471
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 496,435 421,412

減価償却費 59,253 53,617

賞与引当金の増減額（△は減少） 80,454 84,470

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 5,650 △19,200

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,985 191,746

受注損失引当金の増減額（△は減少） △87,946 △19,637

受取利息及び受取配当金 △13,960 △25,519

為替差損益（△は益） △2,539 1,100

新株予約権戻入益 △861 △1,009

売上債権の増減額（△は増加） 471,480 666,212

たな卸資産の増減額（△は増加） △145,266 67,827

仕入債務の増減額（△は減少） 16,169 499

前受金の増減額（△は減少） 364,589 396,827

その他 △132,638 △80,305

小計 1,113,804 1,738,040

利息及び配当金の受取額 14,791 25,374

法人税等の支払額 △258,861 △240,410

営業活動によるキャッシュ・フロー 869,733 1,523,004

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 － △4,468

無形固定資産の取得による支出 △62,302 △69,206

投資有価証券の取得による支出 － △110,033

敷金及び保証金の差入による支出 － △2,436

投資活動によるキャッシュ・フロー △62,302 △186,143

財務活動によるキャッシュ・フロー   

新株予約権の行使による株式の発行による収入 16,860 15,960

自己株式の取得による支出 － △135

配当金の支払額 △448,704 △527,313

財務活動によるキャッシュ・フロー △431,844 △511,488

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,539 △1,100

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 378,126 824,271

現金及び現金同等物の期首残高 3,914,901 4,275,330

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 4,293,027 ※１ 5,099,602
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（退職金規程の変更について）

　当社は、退職金規程の改定を行い、2019年4月1日に退職金支給乗率を変更いたしました。これに伴い、退職給

付に係る負債及び退職給付費用が189,830千円増加しております。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2018年４月１日
　　至 2018年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日

　　至 2019年９月30日）

給与手当 114,645千円 122,684千円

賞与引当金繰入額 45,699 44,306

役員賞与引当金繰入額 24,500 21,400

退職給付費用 2,097 49,912

研究開発費 3,570 51,967

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

現金及び預金勘定 7,293,027千円 8,099,602千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △3,000,000 △3,000,000

現金及び現金同等物 4,293,027 5,099,602

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月20日

定時株主総会
普通株式 451,736 60 2018年３月31日 2018年６月21日 利益剰余金

(注)2018年６月20日定時株主総会による１株当たり配当額には、記念配当10円を含んでおります。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月19日

定時株主総会
普通株式 529,805 35 2019年３月31日 2019年６月20日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益計算書
計上額
（注）２ 

パッケージ
ソリューション事業

その他事業

売上高     

外部顧客への売上高 1,679,920 108,892 － 1,788,812

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 39,396 △39,396 －

計 1,679,920 148,288 △39,396 1,788,812

セグメント利益 438,055 25,485 1,230 464,771

　（注）１．セグメント利益の調整額1,230千円は、セグメント間取引消去によるものであります。

　     ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損益計算書
計上額
（注）２ 

パッケージ
ソリューション事業

その他事業

売上高     

外部顧客への売上高 2,176,982 105,652 － 2,282,634

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 45,443 △45,443 －

計 2,176,982 151,095 △45,443 2,282,634

セグメント利益 375,388 14,525 1,237 391,151

　（注）１．セグメント利益の調整額1,237千円は、セグメント間取引消去によるものであります。

　     ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

（１）１株当たり四半期純利益 22円17銭 18円66銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 334,251 282,852

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益（千円）
334,251 282,852

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,076 15,154

   

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 21円83銭 18円46銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（千株） 237 166

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－

2019年６月19日定時株主総会

による新株予約権（新株予約

権の数6,530個）

（注）　当社は、2019年２月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額を算定しております。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年11月11日

株式会社プロシップ

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 永澤　宏一　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 井澤　依子　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社プロ

シップの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社プロシップ及び連結子会社の2019年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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